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第�節 複素数と�次方程式の解
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 １ 複素数とその計算

  $ 複素数

  新しい数Lについて考えてみよう�

  �乗すると��になる新しい数を文字 で表します。つまり   ����������������

  Lと�つの実数D��Eを用いてD�ELの形に表される数を����������������������といいます。

 Lは日常生活においてはまず見ることのない数です。実際��LはLPDJLQDU\の頭文字であり��日本語で

「想像上の」という意味です。なぜ��このようなLを新しい数として導入しなければいけなかったのか��
���についてはプリントの最後に書いたので是非見ておいてください。

 >例�@ 次の複素数の実部と虚部をいえ。

 � D�ELの形に変形して考える。Dが実部��Eが虚部
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 >練習�@ 次の複素数の実部と虚部をいえ。
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答え出たら代入して検算�

 ＜複素数の相等＞

 �つの複素数が等しいのは��実部��虚部両方が一致する場合とします。

 D��E��F��Gを実数とする。

     D�EL F�GL &   かつ  

 とくに D�EL �   &   かつ  

 >例題�@ 次の等式を満たす実数[��\の値を求めよ。
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 >練習�@ 次の等式を満たす実数[��\の値を求めよ。
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 数学の物語1R����なぜ虚数単位Lを新しい数として導入しないといけないのか�L誕生の歴史�   
 なぜ�日常生活で見ない想像上の数であるLを新しい数として導入しないといけないのだろうء数学Ⅲ
で「複素数平面」という単元を学習すると複素数のありがたみが少し分かると思うんだけど��数学Ⅱは
Lという数がいきなり出てきて困惑してるよね。今回は虚数単位Lがどのように誕生したのか数学の歴史
を見ていって��「なぜLが必要なのか」という疑問について考えていこうآ
 インドの数学者ブラーマグプタ���������は�次方程式の解の公式を次のように導きました。
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   �次方程式 �D[ �E[�F ���D 

� の解は[ 
��E ( ��E �DF

�D

 この公式は中学校から馴染み深い公式だね。�次方程式の解の公式は実数D��E��F�四則演算�ルートを

使って解を求められるすごい便利な公式だよ。

 そのあとしばらく経って�ニコロ・ フォンタナ�����������は�次方程式にも解の公式があるんじゃな

いかと考え���次方程式について研究しました。その解の公式の結果が次のようなとても⾧い式でした。

  �次方程式 �D[ � �E[ �F[�G �の解は
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�これはみんなでも頑張れば導くことはできるよ�ちなみに４次方程式の解の公式もあるけど５次以上

は不思議なことに存在しません。

これはかなり複雑だからもちろん覚える必要は全くないからね。注目してほしいのは一部分だけ。Lが
解の公式の中に隠れているよね。
このように����次方程式の解の公式は実数D��E��F��G��四則演算��ルートに加えて��例の虚数単位Lが出てく

るんだ。フォンタナは解の公式を導く過程で(��という式が出てきた。もし虚数単位Lを使わなかっ

たら��(��が出てくる②�③は「解なし」となり���次方程式の解の公式は①の式のみ�「解は�つ」とい

うことになるよね。でもこれっておかしい。例えば� �[ �[ �という�次方程式は解が[ ��������とな
る。解の公式は「解は１つ」��でも実際は「解は３つ」これっておかしいよね。そこでフォンタナは世

界で初めて �L  ��となる虚数単位Lを使って先ほどの(��を「(��  (�
�L  (� L」と式変形をし

て�①��②��③からなる��次方程式の解の公式を導いたんだآさっきの �[ �[ �の解を解の公式で求めて

みると解はちゃんと [ ������になる。Lを使うと数学はちゃんと機能することが分かるね。

 虚数単位Lは想像上の数でイメージはなかなかできない数ではあるけど��数学では無いと困っちゃう
とても重要な数なんだね�
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